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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月15日(2010.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力ビデオ信号の一定時間毎のフレームを対象フレームとし、各対象フレームの画像の
特徴を示す特徴情報を生成する特徴情報生成部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に前に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、過去方向類似度を算出する過去方向類似度算出
部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に後に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、未来方向類似度を算出する未来方向類似度算出
部と、
　上記過去方向類似度算出部で算出された各対象フレームの過去方向類似度と、上記未来
方向類似度算出部で算出された各対象フレームの未来方向類似度とに基づいて、シーン切
り替わり点を構成する対象フレームを検出するシーン切り替わり点検出部と
　を備えることを特徴とするシーン切り替わり点検出器。
【請求項２】
　各対象フレームを順にシーンチェンジ検出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成さ
れた、シーンチェンジ検出フレームの特徴情報と、該シーンチェンジ検出フレームに対し
て時間的に前または後に位置する対象フレームの特徴情報とを比較して、シーンチェンジ
点を構成する対象フレームを検出するシーンチェンジ点検出部をさらに備え、
　上記シーン切り替わり点検出部は、
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　上記過去方向類似度算出部で算出された各対象フレームの過去方向類似度と、上記未来
方向類似度算出部で算出された各対象フレームの未来方向類似度とに基づいて検出された
シーン切り替わり点を構成する対象フレームが、上記シーンチェンジ点検出部で検出され
たシーンチェンジ点を構成する対象フレームと一致するとき、該対象フレームを、シーン
切り替わり点を構成する対象フレームとする
　ことを特徴とする請求項１に記載のシーン切り替わり点検出器。
【請求項３】
　上記特徴情報生成部は、
　対象フレームの画像を複数のブロックに分割し、ブロック毎に画素信号を処理してベク
トル要素を求め、上記特徴情報として上記複数のブロックから求められたベクトル要素で
構成される特徴ベクトルを生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載のシーン切り替わり点検出器。
【請求項４】
　上記特徴情報生成部は、
　対象フレームの画像の画素信号を処理し、上記特徴情報としてヒストグラムを生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載のシーン切り替わり点検出器。
【請求項５】
　上記過去方向類似度算出部は、上記類似度算出フレームと、該類似度算出フレームより
時間的に前に位置する所定数の対象フレームのそれぞれとの間の類似度を求め、該類似度
の総和をとることで過去方向類似度を求め、
　上記未来方向類似度算出部は、上記類似度算出フレームと、該類似度算出フレームより
時間的に後に位置する所定数の対象フレームのそれぞれとの間の類似度を求め、該類似度
の総和をとることで未来方向類似度を求める
　ことを特徴とする請求項１に記載のシーン切り替わり点検出器。
【請求項６】
　入力ビデオ信号の一定時間毎のフレームを対象フレームとし、各対象フレームの画像の
特徴を示す特徴情報を生成する特徴情報生成ステップと、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成ステップで生成され
た、類似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に前に位置する
所定数の対象フレームの特徴情報とに基づいて、過去方向類似度を算出する過去方向類似
度算出ステップと、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成ステップで生成され
た、類似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に後に位置する
所定数の対象フレームの特徴情報とに基づいて、未来方向類似度を算出する未来方向類似
度算出ステップと、
　上記過去方向類似度算出ステップで算出された各対象フレームの過去方向類似度と、上
記未来方向類似度算出ステップで算出された各対象フレームの未来方向類似度とに基づい
て、シーン切り替わり点を構成する対象フレームを検出するシーン切り替わり点検出ステ
ップと
　を備えることを特徴とするシーン切り替わり点検出方法。
【請求項７】
　ビデオ信号のシーン切り替わり点を検出する複数のシーン切り替わり点検出器と、
　上記ビデオ信号および該ビデオ信号に対して上記複数のシーン切り替わり点検出器で検
出された複数系統のシーン切り替わり点の情報を関連付けて、記録媒体に記録する記録部
と
　を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項８】
　上記複数のシーン切り替わり点検出器には、上記入力ビデオ信号の一定時間毎のフレー
ムを対象フレームとしてシーン切り替わり点を検出する所定のシーン切り替わり点検出器
を含み、
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　上記所定のシーン切り替わり点検出器は、
　各対象フレームの画像の特徴を示す特徴情報を生成する特徴情報生成部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に前に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、過去方向類似度を算出する過去方向類似度算出
部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に後に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、未来方向類似度を算出する未来方向類似度算出
部と、
　上記過去方向類似度算出部で算出された各対象フレームの過去方向類似度と、上記未来
方向類似度算出部で算出された各対象フレームの未来方向類似度とに基づいて、シーン切
り替わり点を構成する検出フレームを検出するシーン切り替わり点検出部とを有する
　ことを特徴とする請求項７に記載の記録装置。
【請求項９】
　複数系統のシーン切り替わり点の情報を入力し、各シーン切り替わり点をイベント候補
点とし、各イベント候補点における上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に基づいて
、該各イベント候補点におけるスコアを算出するスコア算出部と、
　上記スコア算出部で算出された各イベント候補点のスコアに基づいて、所定の点をイベ
ントとして選択するイベント選択部と
　を備えることを特徴とするイベント生成器。
【請求項１０】
　上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に対応した重み付け係数を発生する重み付け
係数発生部をさらに備え、
　上記スコア算出部は、
　イベント候補点毎に、上記複数系統のシーン切り替わり点の情報から得られるそれぞれ
の第１の値に上記係数発生部で発生される重み付け係数を乗じてそれぞれの第２の値を求
め、各第２の値を加算して、上記スコアを算出する
　ことを特徴とする請求項９に記載のイベント生成器。
【請求項１１】
　上記重み付け係数発生部は、
　上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に対応した重み付け係数の組み合わせを複数
組有し、該複数組の重み付け係数の組み合わせのいずれかを選択的に出力する
　ことを特徴とする請求項１０に記載のイベント生成器。
【請求項１２】
　上記イベント選択部は、
　上記スコアが閾値以上であるという条件を満たすイベント候補点をイベントとして選択
する
　ことを特徴とする請求項９に記載のイベント生成器。
【請求項１３】
　上記イベント選択部は、
　上記閾値を変更可能に構成されている
　ことを特徴とする請求項１２に記載のイベント生成器。
【請求項１４】
　上記イベント選択部は、
　上記スコアが閾値以上であり、前後の最短イベント間隔の範囲内に自身のスコアより大
きなスコアを持つ他のイベント候補点がないという条件を満たすイベント候補点をイベン
トとして選択する
　ことを特徴とする請求項１２に記載のイベント生成器。
【請求項１５】
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　上記複数系統のシーン切り替わり点の情報のいずれかは、入力ビデオ信号の一定時間毎
のフレームを対象フレームとしてシーン切り替わり点を検出する所定のシーン切り替わり
点検出器で検出されたものであり、
　上記所定のシーン切り替わり点検出器は、
　各対象フレームの画像の特徴を示す特徴情報を生成する特徴情報生成部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に前に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、過去方向類似度を算出する過去方向類似度算出
部と、
　各対象フレームを順に類似度算出フレームとし、上記特徴情報生成部で生成された、類
似度算出フレームの特徴情報と、該類似度算出フレームより時間的に後に位置する所定数
の対象フレームの特徴情報とに基づいて、未来方向類似度を算出する未来方向類似度算出
部と、
　上記過去方向類似度算出部で算出された各対象フレームの過去方向類似度と、上記未来
方向類似度算出部で算出された各対象フレームの未来方向類似度とに基づいて、シーン切
り替わり点を構成する検出フレームを検出するシーン切り替わり点検出部とを有する
　ことを特徴とする請求項９に記載のイベント生成器。
【請求項１６】
　複数系統のシーン切り替わり点の情報を入力し、各シーン切り替わり点をイベント候補
点とし、各イベント候補点における上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に基づいて
、該各イベント候補点のスコアを算出するスコア算出ステップと、
　上記スコア算出ステップで算出された各イベント候補点のスコアに基づいて、所定の点
をイベントとするイベント選択ステップと
　を備えることを特徴とするイベント生成方法。
【請求項１７】
　ビデオ信号およびこのビデオ信号に関する複数系統のシーン切り替わり点の情報が関連
付けされて記録されている記録媒体から、上記ビデオ信号および上記複数系統のシーン切
り替わり点の情報を再生する再生部と、
　上記再生部で再生された上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に基づいて、所定の
点をイベントとするイベント生成器と、
　上記イベント生成器で生成されたイベントに基づいて、上記再生部における上記ビデオ
信号の再生動作を制御する制御部と
　を備えることを特徴とする再生装置。
【請求項１８】
　上記イベント生成器は、
　上記複数系統のシーン切り替わり点の情報を入力し、各シーン切り替わり点をイベント
候補点とし、各イベント候補点における上記複数系統のシーン切り替わり点の情報に基づ
いてスコアを算出するスコア算出部と、
　上記スコア算出部で算出された各イベント候補点のスコアに基づいて、所定の点をイベ
ントとするイベント選択部とを有する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の再生装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】シーン切り替わり点検出器、シーン切り替わり点検出方法、記録装置、イ
ベント生成器、イベント生成方法および再生装置
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　この発明は、ビデオ信号の記録再生を行うＤＶＤレコーダ、ＨＤレコーダ等に適用して
好適なシーン切り替わり点検出器、シーン切り替わり点検出方法、記録装置、イベント生
成器、イベント生成方法および再生装置に関する。
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